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(54)【発明の名称】 液晶パネル駆動回路及び液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、充分なデータ書き込み時間を確保し
た液晶表示装置の駆動回路を提供することを目的とす
る。
【解決手段】液晶パネル駆動回路は、液晶パネルの複数
のデータバスラインにそれぞれ接続され液晶駆動電圧を
出力する複数の出力回路を含み、複数のデータバスライ
ンの先頭ラインから最終ラインまで順番に大きくなる遅
延量で出力回路から液晶駆動電圧を出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶パネルの複数のデータバスラインにそ
れぞれ接続され液晶駆動電圧を出力する複数の出力回路
を含み、該複数のデータバスラインの先頭ラインから最
終ラインまで順番に大きくなる遅延量で該出力回路から
該液晶駆動電圧を出力することを特徴とする液晶パネル
駆動回路。
【請求項２】制御信号を遅延させ遅延量が異なる該制御
信号を該出力回路に供給する遅延素子列を更に含み、該
複数の出力回路は該制御信号のタイミングに応じたタイ
ミングで該液晶駆動電圧を出力することを特徴とする請
求項１記載の液晶パネル駆動回路。
【請求項３】該最終ラインに対応する該出力回路に供給
する該制御信号を外部に出力することを特徴とする請求
項２記載の液晶パネル駆動回路。
【請求項４】該出力回路毎に設けられるスイッチ回路を
更に含み、該スイッチ回路は該遅延量が異なる該制御信
号の少なくとも２つのうちの１つを選択して対応する出
力回路に供給することを特徴とする請求項２記載の液晶
パネル駆動回路。
【請求項５】複数のデータバスラインと複数のゲートバ
スラインを含む液晶パネルと、
該複数のゲートバスラインを駆動するゲートドライバ
と、
該複数のデータバスラインの先頭ラインから最終ライン
まで順番に大きくなる遅延量で該複数のデータバスライ
ンに液晶駆動電圧を出力するデータドライバを含むこと
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】該データドライバは、
該複数のデータバスラインにそれぞれ接続され該液晶駆
動電圧を出力する複数の出力回路と、
制御信号を遅延させ遅延量が異なる該制御信号を該出力
回路に供給する遅延素子列を更に含み、該複数の出力回
路は該制御信号のタイミングに応じたタイミングで該液
晶駆動電圧を出力することを特徴とする請求項５記載の
液晶表示装置。
【請求項７】該データドライバは複数のデータドライバ
を含み、各データドライバ内での最終ラインに対応する
該出力回路に供給する該制御信号を次段のデータドライ
バに供給する形で該複数のデータドライバがカスケード
接続されることを特徴とする請求項６記載の液晶表示装
置。
【請求項８】該データドライバは該出力回路毎に設けら
れるスイッチ回路を更に含み、該スイッチ回路は該遅延
量が異なる該制御信号の少なくとも２つのうちの１つを
選択して対応する出力回路に供給することを特徴とする
請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項９】複数のゲートバスラインと複数のデータバ
スラインを含む液晶パネルと、
該複数のゲートバスラインをゲートパルスで駆動するゲ
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ートドライバと、
該複数のゲートバスラインを伝播する該ゲートパルスの
遅延量を検出する検出回路と、
該検出回路が検出した該遅延量に応じて該複数のデータ
バスラインを駆動するデータパルスのタイミングを遅ら
せるデータドライバを含むことを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項１０】該検出回路は、該複数のゲートバスライ
ンの該ゲートドライバ側の第１の点から第１のパルス波
形を受け取ると共に、該複数のゲートバスラインの該ゲ
ートドライバ側とは反対側の第２の点から第２のパルス
波形を受け取り、該第１のパルス波形の立ち上がりと該
第２のパルス波形の立ち上がりの時間差を該遅延量とし
て検出することを特徴とする請求項９記載の液晶表示装
置。
【請求項１１】該検出回路は、該第１のパルス波形の立
ち上がりでセットされ、該第２のパルス波形の立ち上が
りでリセットされるフリップフロップを含むことを特徴
とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１２】該検出回路の該フリップフロップの出力
と、クロック信号と、リセット信号とを受け取るカウン
タ回路を更に含み、該カウンタ回路は、該リセット信号
によりリセットされた後に該クロック信号のクロックパ
ルスをカウントし、該フリップフロップの出力がセット
状態の間該クロックパルスのカウントを停止し、カウン
ト値が所定数になるとパルス信号を生成することを特徴
とする請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１３】該データドライバは該カウンタ回路から
出力される該パルス信号のタイミングに応じたタイミン
グで該データパルスを該データバスラインに出力するこ
とを特徴とする請求項１２記載の液晶表示装置。
【請求項１４】液晶パネルのデータバスラインに接続さ
れて該データバスラインに表示データを供給する液晶パ
ネル駆動回路であって、
該表示データ及びクロック信号を受け取る入力端と、
該表示データを該データバスラインに出力する第１の出
力端と、
該表示データと該クロック信号の同期をとる回路と、
該回路によって該クロック信号に同期された該表示デー
タを次段の液晶パネル駆動回路に出力する第２の出力端
を含むことを特徴とする液晶パネル駆動回路。
【請求項１５】該回路はレジスタ回路であることを特徴
とする請求項１４記載の液晶パネル駆動回路。
【請求項１６】カスケード信号と該クロック信号の同期
をとるレジスタ回路と、
該レジスタ回路によって該クロック信号に同期された該
カスケード信号を次段の液晶パネル駆動回路に出力する
第３の出力端を更に含むことを特徴とする請求項１４記
載の液晶パネル駆動回路。
【請求項１７】ゲートバスラインとデータバスラインを
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含む液晶パネルと、
該ゲートバスラインを駆動する複数のゲートドライバ
と、
該データバスラインを駆動する複数のデータドライバを
含み、該複数のデータドライバはカスケード接続され、
表示データ及びクロック信号を受け取る入力端と、
該表示データを該データバスラインに出力する第１の出
力端と
該表示データと該クロック信号の同期をとる回路と、
該回路によって該クロック信号に同期された該表示デー
タを次段のデータドライバに出力する第２の出力端を含
むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１８】該回路はレジスタ回路であることを特徴
とする請求項１７記載の液晶表示装置。
【請求項１９】該複数のデータドライバは、
カスケード信号と該クロック信号の同期をとるレジスタ
回路と、
該レジスタ回路によって該クロック信号に同期された該
カスケード信号を次段の液晶パネル駆動回路に出力する
第３の出力端を更に含むことを特徴とする請求項１７記
載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶パネル駆動回
路及び液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶パネルでは、トランジスタを含む画
素が縦横に配置され、横方向に延びるゲートバスライン
が各画素のトランジスタのゲートに接続され、縦方向に
延びるデータバスラインがトランジスタを介して各画素
のコンデンサに接続される。液晶パネルにデータ表示す
る際には、ゲートドライバによりゲートバスラインを１
ラインずつ順次駆動して１ライン分のトランジスタを導
通状態にし、導通されたトランジスタを介して、データ
ドライバから各画素に横１ライン分のデータを一斉に書
き込む。
【０００３】液晶のゲートを駆動する際は、ゲートバス
ラインの抵抗や容量等の負荷により、ゲートドライバか
ら遠くなるほどゲート波形になまりが発生してしまう。
この波形のなまりによって、ゲートドライバに近い位置
と遠い位置とではゲートが開く期間のタイミングが異な
ってしまう。具体的には、ゲートドライバから遠い位置
においては、ゲートドライバに近い位置に比較して、ゲ
ートのオープン時間のタイミングが遅くなる。従って、
データドライバからの液晶駆動電圧の出力タイミング
は、ゲート波形のなまりを考慮して設定する必要があ
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ゲート波形のなまりに
より、ゲートドライバから遠い位置においてゲートのオ
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ープン時間のタイミングが遅くなると、本来この位置の
画素に書き込むべきデータではなく、次のタイミングの
データ（次のラインのデータ）が書き込まれてしまう可
能性がある。これを避けるためには、ゲートドライバか
ら遠い位置のゲートタイミングに合わせて、データドラ
イバによるデータ書き込み時間を設定する必要がある。
しかしこのように設定すると、ゲートドライバに近いほ
うの位置におけるデータ書き込み時間を削る結果とな
る。
【０００５】液晶パネルが高精細化すると、水平周期が
短くなり充分なデータ書き込み時間を確保することが難
しくなる。また液晶パネルのサイズが大型化すると、ゲ
ートバスライン長が長くなり、ゲート波形のなまりの影
響が更に大きくなる。従って、液晶パネルが高精細及び
大型になる程、充分なデータ書き込み時間を確保するこ
とが難しくなる。
【０００６】以上を鑑みて、本発明は、充分なデータ書
き込み時間を確保した液晶表示装置の駆動回路を提供す
ることを目的とする。
【０００７】またデータドライバによるデータ書き込み
時間の設定は、液晶パネルが高精細及び大型になる程、
充分な精度が必要になる。従来においてデータ書き込み
時間の設定は、特定の液晶パネルに対して検査した値を
他機種の液晶パネルに適用したり、長年蓄積されたノウ
ハウに基づいて決定した値を種々の液晶パネルに適用し
たりしていたので、ある種の液晶パネルでは書き込み不
良を起こす場合等があった。
【０００８】従って、本発明は、液晶パネルの機種やゲ
ートバスラインの遅延特性に関わらず、安定して高精度
にデータ書き込み時間を設定する液晶表示装置を提供す
ることを目的とする。
【０００９】また液晶表示装置の物理的なサイズが限ら
れた状態で表示サイズを大きくするためには、表示部分
の周囲にある額縁部分を削る必要がある。このために
は、複数ドライバに対する入力信号線を、従来のように
額縁部分に配線基板を設けてこの配線基板上に設けるの
ではなく、液晶パネル内（ＴＦＴ基板上）に直接に配線
し、複数のドライバをカスケード接続することが望まし
い。
【００１０】従って、本発明は、液晶パネル内に信号線
を配線し複数のドライバをカスケード接続する構成にお
いて、信号伝播距離の差による遅延や波形鈍りに関係な
く、適切な制御タイミングで動作可能なデータドライバ
を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明による液晶パネル
駆動回路は、液晶パネルの複数のデータバスラインにそ
れぞれ接続され液晶駆動電圧を出力する複数の出力回路
を含み、該複数のデータバスラインの先頭ラインから最
終ラインまで順番に大きくなる遅延量で該出力回路から
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該液晶駆動電圧を出力することを特徴とする。
【００１２】上記発明においては、データドライバによ
り液晶駆動電圧を供給するタイミングを、ゲートドライ
バからの各データバスラインの距離に応じて調整するこ
とにより、ゲートドライバからの距離によらず一定のデ
ータ書き込み時間を確保することが出来る。
【００１３】また本発明による液晶表示装置は、複数の
ゲートバスラインと複数のデータバスラインを含む液晶
パネルと、該複数のゲートバスラインをゲートパルスで
駆動するゲートドライバと、該複数のゲートバスライン
を伝播する該ゲートパルスの遅延量を検出する検出回路
と、該検出回路が検出した該遅延量に応じて該複数のデ
ータバスラインを駆動するデータパルスのタイミングを
遅らせるデータドライバを含むことを特徴とする。
【００１４】上記発明による液晶表示装置では、実際の
ゲートパルスの遅延を検出して、その遅延量分だけデー
タパルスを遅らせるので、液晶パネルの機種やゲートバ
スラインの遅延特性に関わらず、安定して高精度にデー
タ書き込み時間を設定することが出来る。
【００１５】また本発明による液晶パネル駆動回路は、
液晶パネルのデータバスラインに接続されて該データバ
スラインに表示データを供給する液晶パネル駆動回路で
あって、該表示データ及びクロック信号を受け取る入力
端と、該表示データを該データバスラインに出力する第
１の出力端と、該表示データと該クロック信号の同期を
とる回路と、該回路によって該クロック信号に同期され
た該表示データを次段の液晶パネル駆動回路に出力する
第２の出力端を含むことを特徴とする。
【００１６】上記発明によるデータドライバにおいて
は、次段に出力する表示データ信号については、データ
ドライバ内部で使用されているクロック信号と同期を取
って出力する。これにより、パネル内配線の距離の差に
よる遅延や波形鈍りに関係なく、適切な制御タイミング
でデータドライバを駆動することが可能となる。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の実施例を添付の
図面を用いて詳細に説明する。
【００１８】図１は、本発明の原理を説明するための図
である。
【００１９】図１の本発明による液晶表示装置は、液晶
パネル１０、ゲートドライバ１１、データドライバ１
２、ゲートバスライン１３、及びデータバスライン１４
を含む。ゲートバスライン１３とデータバスライン１４
との交差部に各画素が配置される。各画素において、ゲ
ートバスライン１３がトランジスタのゲートに接続さ
れ、データバスライン１４がトランジスタを介して各画
素のコンデンサに接続される。液晶パネルにデータ表示
する際には、ゲートドライバ１１によりゲートバスライ
ン１３を１ラインずつ順次駆動して１ライン分のトラン
ジスタを導通状態にし、導通されたトランジスタを介し
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て、データドライバ１２から各画素に横１ライン分のデ
ータを一斉に書き込む。
【００２０】図２は、トランジスタが導通するタイミン
グを説明するタイミング図である。図２（ａ）は、図１
の点Ａにおいて、ゲートバスライン１３から画素のゲー
トに印加される電圧を示す。図２（ｂ）は、図１の点Ｂ
において、ゲートバスライン１３から画素のゲートに印
加される電圧を示す。各電圧波形が点線で示されるトラ
ンジスタの閾値を超えている間、トランジスタが導通状
態、即ちゲートが開いている状態となる。図２に示され
るように、ゲートドライバ１１から遠い点Ｂにおいて
は、ゲートドライバ１１に近い点Ａに比較して、ゲート
のオープン期間のタイミングが遅くなっている。この状
態で、従来技術のように点Ｂのタイミングに合わせてデ
ータドライバ１２から液晶駆動電圧（データ）を供給し
たのでは、点Ａにおいて充分なデータ書き込み時間を確
保することが困難である。
【００２１】本発明においては、データドライバ１２に
より液晶駆動電圧を供給するタイミングを、ゲートドラ
イバ１１からの各データバスライン１４の距離に応じて
調整することにより、ゲートドライバ１１からの距離に
よらず一定のデータ書き込み時間を確保する。図３は、
本発明においてデータドライバが液晶駆動電圧を供給す
るタイミングを示す図である。
【００２２】図３（ａ）は、図１の点Ａにおいて、ゲー
トバスライン１３から画素のゲートに印加される電圧を
示す。図３（ｂ）は、図１の点Ｂにおいて、ゲートバス
ライン１３から画素のゲートに印加される電圧を示す。
図３（ｃ）は、図１の点Ａに対応するデータバスライン
１４に、データドライバ１２から供給される液晶駆動電
圧を示す。図３（ｂ）は、図１の点Ｂに対応するデータ
バスライン１４に、データドライバ１２から供給される
液晶駆動電圧を示す。
【００２３】図３（ａ）及び（ｂ）に示されるように、
ゲートのオープン期間は、点Ａに対して点Ｂにおいて時
間Ｔだけ遅れている。本発明においては、図３（ｃ）及
び（ｄ）に示されるように、データドライバ１２が供給
する液晶駆動電圧のタイミングを調整することで、点Ａ
に対する液晶駆動電圧（図３（ｃ））の供給タイミング
に対して、点Ｂに対する液晶駆動電圧（図３（ｄ））の
供給タイミングを時間Ｔだけ遅らせる。これにより、ゲ
ートドライバ１１からの距離によらず一定のデータ書き
込み時間を確保することが可能となる。
【００２４】図４は、本発明によるデータドライバ１２
の第１実施例の一例を示す図である。
【００２５】図４に示されるデータドライバ１２は、Ｘ
個の出力回路２１－１乃至２１－Ｘと、複数のバッファ
（遅延素子）２２を含む。各出力回路にはデータと制御
信号とが入力され、制御信号が供給されるタイミングに
応じて、データ（液晶駆動電圧）がデータバスライン１



(5) 特開２００３－１６２２６２

10

20

30

40

50

7
４に出力される。各出力回路の制御信号入力側には、対
応するデータバスライン１４のゲートドライバ１１から
の距離に応じて、所定の個数のバッファが設けられてい
る。
【００２６】例えば、ゲートドライバ１１に最も近いデ
ータバスライン１４に対応する出力回路２１－１には、
バッファ２２は設けられず、ゲートドライバ１１に２番
目に近いデータバスライン１４に対応する出力回路２１
－２には、１個のバッファ２２が設けられる。またゲー
トドライバ１１に３番目に近いデータバスライン１４に
対応する出力回路２１－３には、２個のバッファ２２が
設けられる。以降同様であり、ゲートドライバ１１にＸ
番目に近いデータバスライン１４に対応する出力回路２
１－Ｘには、Ｘ－１個のバッファ２２が設けられる。
【００２７】これにより、ゲートドライバ１１からの各
データバスライン１４の距離に応じてデータドライバ１
２から出力する液晶駆動電圧のタイミングを調整するこ
とが可能となり、ゲートドライバ１１からの距離によら
ず一定のデータ書き込み時間を確保することが出来る。
【００２８】図５は、本発明によるデータドライバ１２
の第１実施例の変形例を示す図である。
【００２９】図５の構成においては、複数個（図ではＸ
－１個）のバッファ（遅延素子）２３が直列に接続さ
れ、各バッファ２３の出力が、出力回路２１－１乃至２
１－Ｘの対応する１つに供給される。これにより、図４
の構成の場合と同様に、ゲートドライバ１１からの各デ
ータバスライン１４の距離に応じてデータドライバ１２
から出力する液晶駆動電圧のタイミングを調整すること
が可能となり、ゲートドライバ１１からの距離によらず
一定のデータ書き込み時間を確保することが出来る。
【００３０】図６は、データドライバ１２の出力回路に
供給するデータと制御信号のタイミングを示す図であ
る。図６に示されるように、各出力回路２１－１乃至２
１－Ｘに対して、出力ＯＵＴ１乃至ＯＵＴＸの出力タイ
ミングを規定する制御信号が、順番に大きくなる遅れを
伴って供給される。この遅れは、図４のバッファ２２或
いは図５のバッファ２３により生成される。
【００３１】図７は、データドライバ１２の出力回路か
らの出力電圧を示す図である。
【００３２】図７（ａ）乃至（ｄ）は、それぞれ出力回
路２１－１、２１－２、２１－３、及び２１－Ｘの出力
ＯＵＴ１、ＯＵＴ２、ＯＵＴ３、及びＯＵＴＸの電圧波
形及びタイミングを示す。図７（ｂ）に示されるよう
に、出力ＯＵＴ２は、出力ＯＵＴ１に比較して時間Ｔ１
だけタイミングが遅れて出力される。ここで時間Ｔ１
は、バッファ２２或いは２３の遅延時間に相当する。ま
た図７（ｃ）に示されるように、出力ＯＵＴ３は、出力
ＯＵＴ１に比較して時間２×Ｔ１だけタイミングが遅れ
て出力される。同様に、図７（ｄ）に示されるように、
出力ＯＵＴＸは、出力ＯＵＴ１に比較して時間（Ｘ－
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１）×Ｔ１だけタイミングが遅れて出力される。
【００３３】図８は、本発明によるデータドライバ１２
の第２実施例の構成の一例を示す図である。図８におい
て、図４と同一の構成要素は同一の番号で参照し、その
説明は省略する。
【００３４】一般に液晶表示装置においては、図１に示
すように、複数のデータドライバ１２が１つの液晶パネ
ル１０に対して設けられ、各データドライバ１２が、液
晶パネル１０の横方向について所定の部分のデータ書き
込みを担当する。このような構成では、本発明のように
データドライバ１２からデータバスライン１４に供給す
る液晶駆動電圧のタイミングを調整した場合に、隣接す
るデータドライバ１２間でタイミングが整合している必
要が有る。図８のデータドライバ１２の構成において
は、バッファ２２に対応する遅延を有するバッファ（遅
延素子）３２が設けられ、バッファ３２の出力を外部に
供給する。このバッファ３２の出力は、図１０に示され
るように、次段のデータドライバ１２に供給される。
【００３５】なお図８のデータドライバ１２の構成にお
いて、バッファ３２は次段への出力側に設けるのではな
く、制御信号を受け取る前段からの入力側に設けるよう
にしてもよい。
【００３６】図９は、本発明によるデータドライバ１２
の第２実施例の構成の変形例を示す図である。図９にお
いて、図５と同一の構成要素は同一の番号で参照し、そ
の説明は省略する。図９においては、図５の構成に対し
て、バッファ２３に対応する遅延を有するバッファ（遅
延素子）３２が設けられ、バッファ３２の出力を外部に
供給する。このバッファ３２の出力は、図１０に示され
るように、次段のデータドライバ１２に供給される。な
お図９のデータドライバ１２の構成において、バッファ
３２は次段への出力側に設けるのではなく、制御信号を
受け取る前段からの入力側に設けるようにしてもよい。
【００３７】図１１は、本発明によるデータドライバ１
２の第３実施例の一例を示す図である。
【００３８】図１１のデータドライバ１２において、出
力回路２１－１乃至２１－Ｘのうちで、出力回路２１－
２乃至２１－Ｘの制御信号入力側には、２入力ＡＮＤ回
路４１、一方の入力が負論理入力の２入力ＡＮＤ回路４
２、ＯＲ回路４３、及び複数のバッファ（遅延素子）５
１から構成される回路が設けられる。また選択信号が、
２入力ＡＮＤ回路４１の一方の入力に供給されると共
に、２入力ＡＮＤ回路４２の負論理入力側の入力に供給
される。
【００３９】選択信号がＨＩＧＨの時には、２入力ＡＮ
Ｄ回路４１側のバッファ５１の列を介して供給される制
御信号が、対応する出力回路に供給される。また選択信
号がＬＯＷの時には、２入力ＡＮＤ回路４２側のバッフ
ァ５１の列を介して供給される制御信号が、対応する出
力回路に供給される。各回路において、２入力ＡＮＤ回
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路４１側のバッファ５１の列に対して、２入力ＡＮＤ回
路４２側のバッファ５１の列においては、倍の数のバッ
ファ５１が設けられており、倍の遅延時間を提供するよ
うに構成される。従って、選択信号をＨＩＧＨに設定す
るかＬＯＷに設定するかに応じて、データドライバ１２
から出力する液晶駆動電圧（出力ＯＵＴ１乃至ＯＵＴ
Ｘ）の遅延量を制御することが出来る。
【００４０】図１２は、本発明によるデータドライバ１
２の第３実施例の変形例を示す図である。
【００４１】図１２のデータドライバ１２において、出
力回路２１－１乃至２１－Ｘのうちで、出力回路２１－
２乃至２１－Ｘの制御信号入力側には、２入力ＡＮＤ回
路６１、一方の入力が負論理入力の２入力ＡＮＤ回路６
２、ＯＲ回路６３、及び２つのバッファ（遅延素子）７
１から構成される回路が設けられる。また選択信号が、
２入力ＡＮＤ回路６１の一方の入力に供給されると共
に、２入力ＡＮＤ回路６２の負論理入力側の入力に供給
される。
【００４２】選択信号がＨＩＧＨの時には、２入力ＡＮ
Ｄ回路６１側のバッファ７１を介して供給される制御信
号が、対応する出力回路に供給される。また選択信号が
ＬＯＷの時には、２入力ＡＮＤ回路６２側のバッファ７
１を介して供給される制御信号が、対応する出力回路に
供給される。各回路において、２入力ＡＮＤ回路６１側
にはバッファ７１が１つ介在し、２入力ＡＮＤ回路６２
側にはバッファ７１が２つ介在する。これにより、２入
力ＡＮＤ回路６２側が選択されるときには、倍の遅延時
間を提供するように構成される。従って、選択信号をＨ
ＩＧＨに設定するかＬＯＷに設定するかに応じて、デー
タドライバ１２から出力する液晶駆動電圧（出力ＯＵＴ
１乃至ＯＵＴＸ）の遅延量を制御することが出来る。
【００４３】図１３は、本発明によるデータ書き込み時
間設定機能を有した液晶表示装置の実施例を示す図であ
る。
【００４４】図１３の液晶表示装置１００は、基準電圧
生成回路１１０、タイミングコントローラ１１１、デー
タドライバ１１２、ゲートドライバ１１３、及び液晶パ
ネル１１４を含む。液晶表示装置１００は、ホストデバ
イスから表示データ信号、クロック信号、イネーブル信
号等の制御信号を受け取り、これらの信号に基づいて動
作する。基準電圧生成回路１１０は基準電圧を生成し
て、タイミングコントローラ１１１とゲートドライバ１
１３に供給する。タイミングコントローラ１１１は、ホ
ストデバイスからの信号に基づいて、データドライバ１
１２及びゲートドライバ１１３を駆動する制御信号・タ
イミング信号を生成し、データドライバ１１２及びゲー
トドライバ１１３に供給する。データドライバ１１２
は、液晶パネル１１４のゲートバスラインをゲートパル
スにより駆動する。ゲートドライバ１１３は、液晶パネ
ル１１４のデータバスラインをデータパルスにより駆動
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する。
【００４５】タイミングコントローラ１１１は、制御信
号生成回路１２１、検出回路１２２、ＬＰ生成回路１２
３、及び駆動信号生成回路１２４を含む。制御信号生成
回路１２１は、データドライバ１１２及びゲートドライ
バ１１３を制御する制御信号・タイミング信号を含め、
種々の制御信号を生成する。検出回路１２２は、液晶パ
ネル１１４のゲートバスラインによるゲートパルスの遅
延時間を検出する。検出されたゲートパルスの遅延時間
は、ＬＰ生成回路１２３に供給される。ＬＰ生成回路１
２３は、データドライバ１１２内部で表示データを出力
用Ｄ／Ａコンバータに転送させるラッチパルスＬＰを生
成する。駆動信号生成回路１２４は、データドライバ１
１２が液晶パネル１１４に書き込む表示データを、適切
なタイミングでデータドライバ１１２に供給する。
【００４６】検出回路１２２は、液晶パネル１１４のゲ
ートバスライン１２６から、ゲートドライバ１１３に最
も近い点Ａのゲートパルスと、ゲートドライバ１１３か
ら最も遠い点Ｂのゲートパルスとを入力として受け取
り、両パルスの時間差即ちゲートパルスの遅延時間を示
すパルス信号を生成して、ＬＰ生成回路１２３に供給す
る。ＬＰ生成回路１２３は、データドライバ１１２から
液晶パネル１１４へのアナログデータ信号の出力タイミ
ングを決めるラッチパルスＬＰを生成するが、このラッ
チパルスＬＰのタイミングを、検出回路１２２から供給
されるパルス信号のパルス幅に応じて遅延させる。これ
によって、データドライバ１１２から出力される書き込
みデータ信号であるデータパルスのタイミングを、ゲー
トパルスの遅延時間に応じて遅らせることが可能にな
る。
【００４７】図１４は、検出回路１２２の構成を示す回
路図である。
【００４８】検出回路１２２は、コンパレータ１３１及
び１３２、電圧変換器１３３、及びＪＫフリップフロッ
プ１３４を含む。コンパレータ１３１及び１３２は、ゲ
ートバスライン１２６のＡ点及びＢ点からのアナログパ
ルス波形を受け取り、デジタル信号に変換する。変換後
のデジタル信号は、電圧変換器１３３でＪＫフリップフ
ロップ１３４用の電圧に変換された後、ＪＫフリップフ
ロップ１３４に入力される。ＪＫフリップフロップ１３
４は、Ａ点のパルスの立ち上がりでセットされ、Ｂ点の
パルスの立ち上がりでリセットされる。従って、ＪＫフ
リップフロップ１３４の出力は、Ａ点のパルスとＢ点の
パルスとの時間差、即ちゲートバスラインの遅延時間に
等しい幅のパルス信号となる。
【００４９】ゲートバスラインの遅延時間に等しい期間
ＬＯＷになるＪＫフリップフロップ１３４の負論理出力
は、ＬＰ生成回路１２３のイネーブル入力ＥＮＡＢに入
力される。またＬＰ生成回路１２３のクロック入力ＣＬ
Ｋには、制御信号生成回路１２１からクロック信号が供
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給される。更に、ＬＰ生成回路１２３のリセット入力Ｒ
Ｅには、制御信号生成回路１２１から１水平期間の開始
を示すパルス信号（基準パルス）が入力される。またク
リア入力ＣＬＲは、通常はＬＯＷに設定される。
【００５０】ＬＰ生成回路１２３は、ＡＳＩＣ等により
実現されるカウンタ回路であり、従来から液晶表示装置
で使用される回路である。このＬＰ生成回路１２３は、
クロック入力ＣＬＫに入力されるクロック信号のクロッ
ク数をカウントして、所定のカウント数でラッチパルス
ＬＰを出力するように構成される。リセット入力ＲＥが
供給されると、カウント値はリセットされる。本発明で
は、この回路のイネーブル入力ＥＮＡＢを利用して、出
力信号であるラッチパルスＬＰのタイミングを遅らせ
る。イネーブル入力ＥＮＡＢがＬＯＷである間は、クロ
ック入力ＣＬＫに入力されるクロック信号のクロック数
はカウントされない。従って、イネーブル入力ＥＮＡＢ
にＬＯＷパルス信号を入力すると、このパルス信号がＬ
ＯＷの間だけカウントが停止して、パルス幅に対応する
時間だけラッチパルスＬＰの出力タイミングが遅れるこ
とになる。
【００５１】図１５は、図１３及び図１４に示した構成
によるデータ書き込み時間設定の動作を説明するための
タイミング図である。
【００５２】図１５（ａ）は、ＬＰ生成回路１２３のリ
セット入力ＲＥに供給される基準パルスを示し、各水平
期間の開始タイミングを示す。（ｂ）は、本発明による
タイミング補正がない場合のラッチパルスＬＰを示し、
このラッチパルスＬＰの指示するタイミングで、（ｃ）
に示されるように、データドライバ１１２から書き込み
データ信号が出力される。ここで（ｃ）に示されるデー
タ信号波形は、本発明によるタイミング補正がない場合
のタイミングを示す波形である。
【００５３】（ｄ）は、図１３のＡ点におけるゲートパ
ルスの波形を示し、（ｅ）は、図１３のＢ点において観
測される波形が鈍ったゲートパルスの波形を示す。Ｂ点
におけるゲートパルスの波形の立下りは、Ａ点における
ゲートパルスの波形の立下りよりかなり遅延する。この
ためＢ点においては、（ｃ）に示される補正無しのデー
タの場合、本来の書き込みデータではなく、次の書き込
みデータＮＥＸＴが書き込まれてしまう可能性がある。
【００５４】本発明においては、（ｄ）に示されるＡ点
におけるゲートパルスの波形の立ち上がりと、（ｅ）に
示されるＢ点におけるゲートパルスの波形の立ち上がり
との時間差を、検出回路１２２で検出して、（ｆ）に示
される遅延パルスとして出力する。この遅延パルスのパ
ルス幅分、ＬＰ生成回路１２３においてラッチパルスＬ
Ｐの生成タイミングを遅らせることで、（ｇ）に示され
る補正後のラッチパルスＬＰが得られる。このラッチパ
ルスＬＰの指示するタイミングで、（ｈ）に示されるよ
うに、データドライバ１１２から書き込みデータ信号が
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出力される。ここで（ｈ）に示されるデータ信号波形
は、本発明によるタイミング補正がなされた波形であ
る。
【００５５】図１５（ｈ）に示す書き込みデータのタイ
ミングは、（ｃ）の補正無しの書き込みデータのタイミ
ングと比較して、遅延パルス幅分の遅れが設けられてい
る。従って、Ａ点では（ｄ）に示されるゲートパルスで
ありＢ点では（ｅ）に示される波形が鈍ったゲートパル
スであっても、Ａ点及びＢ点において、本来のデータ書
き込みの対象であるデータを正常に書き込むことが出来
る。即ち、Ａ点からＢ点までの全ての位置において、正
常なデータ書き込みを達成することが出来る。
【００５６】このように、本発明によるデータ書き込み
時間設定機構によれば、実際のゲートパルスの遅延を検
出して、その遅延量分だけデータパルスを遅らせるの
で、液晶パネルの機種やゲートバスラインの遅延特性に
関わらず、安定して高精度にデータ書き込み時間を設定
することが出来る。
【００５７】以下に、本発明の更なる側面について説明
する。
【００５８】パソコン・モニタの省スペース化に加えて
表示容量及び表示サイズの大型化が望まれている。液晶
表示装置はＴＦＴ基板とコモン基板を対向して張り合わ
せ、その間に液晶を挟み持つ構造となっている。液晶は
ＴＦＴ基板電極とコモン基板電極の電圧差に応じた光の
透過量が決まっていて電圧の差で階調を持たせる。この
電圧差を加えて、液晶表示装置の画素に電圧を保持させ
るために、ＴＦＴ基板にはソース側ドライバＩＣ（デー
タドライバ）とゲート側ドライバＩＣ（ゲートドライ
バ）が電気的に接続されている。液晶表示装置の額縁に
は前記ソース側ドライバとゲート側ドライバが電気的に
接続する必要があり、これらドライバＩＣには制御信号
を入力するプリント基板やフレキシブル基板等の手段が
必要である。
【００５９】図１６は、従来の液晶表示装置の構成を示
す図である。
【００６０】従来の液晶表示装置は、液晶パネル２２
１、ソース側フレキシブル基板２２２、ゲート側フレキ
シブル基板２２３、ソース側配線基板２２４、ゲート側
配線基板２２５、ソース側駆動ＩＣ２２６、ゲート側駆
動ＩＣ２２７、接続基板２２８、及び入力信号線２２９
を含む。図１６に示されるように、従来の液晶表示装置
の構成では、液晶パネル２２１の周囲にソース側配線基
板２２４及びゲート側配線基板２２５を設け、これら配
線基板上に入力信号線２２９を配線している。
【００６１】モニタ装置の物理的なサイズが限られた状
態で表示サイズを大きくするためには、表示部分の周囲
にある額縁部分を削る必要がある。このためには、複数
ドライバ（駆動ＩＣ）に対する入力信号線２２９を、図
１６に示されるように額縁部分に配線基板を設けて配線
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基板上に設けるのではなく、ＴＦＴ基板上に直接に配線
する傾向が強くなっている。
【００６２】図１７は、入力信号線をＴＦＴ基板上に配
線した構成を示す図である。
【００６３】図１７の液晶表示装置は、液晶パネル２３
１、ソース側フレキシブル基板２３２、ゲート側フレキ
シブル基板２３３、ソース側駆動ＩＣ２３６、ゲート側
駆動ＩＣ２３７、接続基板２３８、及び入力信号線２３
９を含む。図１７に示されるように、複数ドライバ（駆
動ＩＣ）は入力信号を受け取り、液晶に出力信号を供給
すると共に、複数ドライバをカスケード接続で駆動する
ために次段への信号を出力する。しかし図１７に示され
るようにＴＦＴ基板上に入力信号線２３９を配線する
と、信号入力に近い位置ではドライバ入力波形に遅延や
波形鈍りがないが、遠ざかるに従いパネル内配線抵抗や
寄生容量の影響で、データ信号やクロック信号の波形が
鈍ったり遅延が起きたりする。
【００６４】パネルの配線抵抗を小さくしたり、遅延を
予め予想してタイミングを調整したりする等の対策が考
えられるが、表示パネルが大画面且つ高精細となるに従
って信号入力に近いＩＣと遠いＩＣの時間差が大きくな
り、適切な対策を取ることが困難となる。
【００６５】以下に、上記の配線遅延の問題を解決する
本発明のデータドライバについて説明する。
【００６６】図１８は、本発明によるデータドライバの
構成を示す図である。
【００６７】図１８のデータドライバは、シフトレジス
タ部２４１、データレジスタ部２４２、ラッチ部２４
３、レベルシフト部２４４、Ｄ／Ａコンバータ部２４
５、及び出力部２４６を含む。
【００６８】シフトレジスタ部２４１は、パーソナルコ
ンピュータ等のホスト装置側或いは制御装置等から供給
されるデータクロック信号ＩＣＬＫに基づいて、複数の
出力線を順次アサートすることでデータレジスタ部２４
２にデータラッチ信号を供給する。データレジスタ部２
４２は、シフトレジスタ部２４１から供給されるデータ
ラッチ信号に基づいて、順次供給されるＲＧＢ表示デー
タを内部レジスタ回路に格納する。このようにして、デ
ータレジスタ部２４２には、１つの表示ライン（ゲート
バスライン）の対応する部分の表示データが格納され
る。データレジスタ部２４２に格納された表示データ
は、ラッチパルスＬＰに同期してラッチ部２４３にラッ
チされる。
【００６９】ラッチ部２４３に格納された表示データ
は、レベルシフト部２４４を介してＤ／Ａコンバータ部
２４５に供給される。Ｄ／Ａコンバータ部２４５には、
各データラインに対応してＤＡ変換回路が設けられてお
り、このＤＡ変換回路で入力表示データをＤＡ変換し、
アナログ階調信号として出力する。Ｄ／Ａコンバータ部
２４５には、基準電圧群が供給される。各ＤＡ変換回路
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は、基準電圧群の電圧間を更に分圧することで各階調に
対応する電位を生成し、供給されるデジタル表示データ
に対応する電位をアナログ階調信号として出力する。
【００７０】出力部２４６は、各データライン毎に設け
られる出力バッファを含み、各出力バッファがＤ／Ａコ
ンバータ部２４５から対応するアナログ階調信号を受け
取る。各出力バッファは、受け取ったアナログ階調信号
を、データバスラインを駆動するデータバスライン駆動
信号としてＴＦＴ基板へ出力する。
【００７１】本発明のデータドライバにおいては、デー
タレジスタ部２４２に入力される表示データＲ、Ｇ、及
びＢを、シフトレジスタ部２４１から次段に出力される
出力クロックＯＣＬＫに同期して、データレジスタ部２
４２から表示データＯＲ、ＯＧ、及びＯＢとして次段に
出力する。また更に、次段に出力するカスケード信号
を、出力クロックＯＣＬＫに同期してシフトレジスタ部
２４１から出力する。このカスケード信号は、当該デー
タドライバに対応するデータの開始タイミングを示す信
号である。
【００７２】図１９は、データレジスタ部２４２の第１
の実施例を示す図である。
【００７３】図１９のデータレジスタ部２４２は、レジ
スタ２５０－１、２５０－２、２５０－３、・・・、及
び出力レジスタ２５１を含む。レジスタ２５０－１、２
５０－２、２５０－３、・・・は、シフトレジスタ部２
４１から供給されるデータラッチ信号に基づいて、順次
供給されるＲＧＢ表示データを格納する。出力レジスタ
２５１は、シフトレジスタ部２４１から次段に供給され
る出力クロックＯＣＬＫに同期して表示データＲＧＢを
格納することで、出力表示データＯＲ、ＯＧ、及びＯＢ
を出力クロックＯＣＬＫに同期して次段に供給する。
【００７４】図２０は、データレジスタ部２４２の第２
の実施例を示す図である。
【００７５】図２０のデータレジスタ部２４２は、レジ
スタ２５０－１、２５０－２、２５０－３、・・・、及
びパラレル・シリアル変換部２５２を含む。パラレル・
シリアル変換部２５２は、シフトレジスタ部２４１から
次段に供給される出力クロックＯＣＬＫに同期して、レ
ジスタ２５０－１、２５０－２、２５０－３、・・・に
格納されるパラレルの表示データＲＧＢをシリアルデー
タに変換し、出力表示データＯＲ、ＯＧ、及びＯＢとし
て次段に供給する。なお図２０の構成において、パラレ
ル・シリアル変換部２５２は、データレジスタ部２４２
ではなくラッチ部２４３に設けてもよい。
【００７６】上記説明においてシフトレジスタ部２４１
から供給される出力クロックＯＣＬＫは、シフトレジス
タ部２４１に供給される入力クロックＩＣＬＫと同一の
信号であってよい。但し、シフトレジスタ部２４１内部
でバッファを介在させる場合等は、出力クロックＯＣＬ
Ｋは入力クロックＩＣＬＫとタイミングが異なってく
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る。このような場合には、シフトレジスタ部２４１から
出力されるカスケード信号も、出力クロックＯＣＬＫに
同期させる必要がある。
【００７７】図２１は、シフトレジスタ部２４１におい
て次段に供給するカスケード信号を出力クロックに同期
させる構成を示す図である。
【００７８】図２１の構成は、カウンタ２６１及びラッ
チ回路２６２を含む。カウンタ２６１は、複数のデータ
ドライバから一斉にデータを出力するタイミングを示す
ラッチパルスＬＰによりリセットされ、その後入力クロ
ックＩＣＬＫのクロックパルスをカウントし、カウント
数が所定数になると出力をアサートする。この出力が、
従来においては次段に出力されるカスケード信号であ
る。本発明においては、このカスケード信号を、出力ク
ロックＯＣＬＫに同期してラッチ回路２６２にラッチす
る。これにより、ラッチ回路２６２から、出力クロック
ＯＣＬＫに同期して次段へのカスケード信号を出力す
る。
【００７９】図２２は、本発明による表示データ信号及
びカスケード信号のタイミングを示すタイミング図であ
る。
【００８０】図２２において、（ａ）は入力表示データ
信号ＲＧＢを示し、（ｂ）は図２１のカウンタ２６１か
ら出力されるカスケード信号を示す。（ｃ）に示される
出力クロック信号ＯＣＬＫに同期して、入力表示データ
信号ＲＧＢをラッチすることで（ｄ）に示される次段へ
の出力表示データ信号ＯＲ、ＯＧ、及びＯＢが得られ
る。また出力クロック信号ＯＣＬＫに同期して、（ｂ）
のカスケード信号をラッチすることで、（ｅ）に示され
る次段への出力カスケード信号ＯＲ、ＯＧ、及びＯＢが
得られる。
【００８１】このように本発明によるデータドライバに
おいては、次段に出力する表示データ信号やカスケード
信号については、データドライバ内部で使用されている
クロック信号と同期を取って出力する。これにより、パ
ネル内配線の距離の差による遅延や波形鈍りに関係な
く、適切な制御タイミングでデータドライバを駆動する
ことが可能となり、大型パネルにおけるパネル内配線が
可能となる。
【００８２】以上、本発明を実施例に基づいて説明した
が、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、特
許請求の範囲に記載の範囲内で様々な変形が可能であ
る。
【００８３】
【発明の効果】本発明においては、データドライバによ
り液晶駆動電圧を供給するタイミングを、ゲートドライ
バからの各データバスラインの距離に応じて調整するこ
とにより、ゲートドライバからの距離によらず一定のデ
ータ書き込み時間を確保することが出来る。
【００８４】また本発明による液晶表示装置では、実際
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のゲートパルスの遅延を検出して、その遅延量分だけデ
ータパルスを遅らせるので、液晶パネルの機種やゲート
バスラインの遅延特性に関わらず、安定して高精度にデ
ータ書き込み時間を設定することが出来る。
【００８５】また本発明によるデータドライバにおいて
は、次段に出力する表示データ信号については、データ
ドライバ内部で使用されているクロック信号と同期を取
って出力する。これにより、パネル内配線の距離の差に
よる遅延や波形鈍りに関係なく、適切な制御タイミング
でデータドライバを駆動することが可能となり、大型パ
ネルにおけるパネル内配線が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理を説明するための図である。
【図２】トランジスタが導通するタイミングを説明する
タイミング図である。
【図３】本発明においてデータドライバが液晶駆動電圧
を供給するタイミングを示す図である。
【図４】本発明によるデータドライバの第１実施例の一
例を示す図である。
【図５】本発明によるデータドライバの第１実施例の変
形例を示す図である。
【図６】データドライバの出力回路に供給するデータと
制御信号のタイミングを示す図である。
【図７】データドライバの出力回路からの出力電圧を示
す図である。
【図８】本発明によるデータドライバの第２実施例の構
成の一例を示す図である。
【図９】本発明によるデータドライバの第２実施例の構
成の変形例を示す図である。
【図１０】データドライバのカスケード接続を示す図で
ある。
【図１１】本発明によるデータドライバの第３実施例の
一例を示す図である。
【図１２】本発明によるデータドライバの第３実施例の
変形例を示す図である。
【図１３】本発明によるデータ書き込み時間設定機能を
有した液晶表示装置の実施例を示す図である。
【図１４】検出回路の構成を示す回路図である。
【図１５】データ書き込み時間設定の動作を説明するた
めのタイミング図である。
【図１６】従来の液晶表示装置の構成を示す図である。
【図１７】入力信号線をＴＦＴ基板上に配線した構成を
示す図である。
【図１８】本発明によるデータドライバの構成を示す図
である。
【図１９】データレジスタ部の第１の実施例を示す図で
ある。
【図２０】データレジスタ部の第２の実施例を示す図で
ある。
【図２１】シフトレジスタ部において次段に供給するカ
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スケード信号を出力クロックに同期させる構成を示す図
である。
【図２２】本発明による表示データ信号及びカスケード
信号のタイミングを示すタイミング図である。
【符号の説明】 *
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*１０  液晶パネル
１１  ゲートドライバ
１２  データドライバ
１３  ゲートバスライン
１４  データバスライン

【図１】 【図２】

【図３】
【図４】

【図５】

【図１０】
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【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１１】

【図２１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２２】
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